
復活節 第１主日 【復活祭】            

頌栄教会 聖書朗読・讃美歌（聖書本文は新共同訳を使用しています） 

旧約聖書  

  出エジプト記 14：15－18 

  15主はモーセに言われた。「なぜ、わたしに向かって叫ぶのか。イスラエルの人々に命じて出発
しゅっぱつ

させなさい。16杖
つえ

を高く上げ、手を海に向かって差し伸べて、海を二つに分けなさい。そうすれ

ば、イスラエルの民
たみ

は海の中の乾いた所を通ることができる。17しかし、わたしはエジプト人の

心をかたくなにするから、彼らはお前たちの後を追って来る。そのとき、わたしはファラオとそ

の全軍
ぜんぐん

、戦車
せんしゃ

と騎兵
き へ い

を破
やぶ

って栄光を現す。18わたしがファラオとその戦車
せんしゃ

、騎兵
き へ い

を破
やぶ

って栄光を

現すとき、エジプト人は、わたしが主
しゅ

であることを知るようになる。」 

 

使徒書 

  ローマの信徒への手紙 6：3－4 

3 それともあなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスに結ばれるために洗礼を受けたわ

たしたちが皆、またその死にあずかるために洗礼を受けたことを。4 わたしたちは洗礼によって

キリストと共に葬
ほうむ

られ、その死にあずかるものとなりました。それは、キリストが御父
おんちち

の栄光

によって死者
し し ゃ

の中から復活させられたように、わたしたちも新しい命に生きるためなのです。 

 

福音書 

  マタイによる福音書 28：1－10 

  1さて、安息
あんそく

日
び

が終わって、週の初めの日の明け方に、マグダラのマリアともう一人のマリア

が、墓
はか

を見に行った。2 すると、大きな地震が起こった。主
しゅ

の天使
て ん し

が天
てん

から降
くだ

って近寄
ち か よ

り、石を

わきへ転
ころ

がし、その上
うえ

に座
すわ

ったのである。3その姿
すがた

は稲妻
いなずま

のように輝
かがや

き、衣
ころも

は雪
ゆき

のように白か

った。4番兵
ばんぺい

たちは、恐
おそ

ろしさのあまり震
ふる

え上
あ

がり、死人
し に ん

のようになった。5天使は婦人たちに言

った。「恐
おそ

れることはない。十字架につけられたイエスを捜
さが

しているのだろうが、6あの方
かた

は、こ

こにはおられない。かねて言われていたとおり、復活なさったのだ。さあ、遺体
い た い

の置
お

いてあった

場所を見なさい。7それから、急いで行って弟子たちにこう告
つ

げなさい。『あの方
かた

は死者
し し ゃ

の中から

復活された。そして、あなたがたより先にガリラヤに行かれる。そこでお目にかかれる。』確か

に、あなたがたに伝えました。」8 婦人たちは、恐
おそ

れながらも大いに喜び、急いで墓
はか

を立ち去り、

弟子たちに知らせるために走って行った。9 すると、イエスが行
ゆ

く手
て

に立っていて、「おはよう」

と言われたので、婦人たちは近寄り、イエスの足を抱
だ

き、その前にひれ伏した。10イエスは言わ

れた。「恐れることはない。行って、わたしの兄弟たちにガリラヤへ行くように言いなさい。そ

こでわたしに会うことになる。」 

〔バプテスマ〕 
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１． 

地よ、声たかく 告
つ

げ知らせよ、 

今日イエス君
きみ

は よみがえれり、 

いのちの君
きみ

は あまつ園
その

に 

われらを召
め

して 入
い

れたまえり。 

２． 

とこよのひかり てりかがやく 

みくらにいます 君
きみ

を仰
あお

がん。 

あめより洩
も

るる かちうたにぞ、 

地なるわれらも 声をあわせん。 

３． 

あめよ、よろこべ、つちよ、うたえ、 

ものみなともに ほめたたえよ、 

イエス君
きみ

きょうぞ、よみがえれる。 

ああかぎりなき さかえの日よ。 



 

１． 

すくいのぬしは ハレルヤ、 

よみがえりたもう ハレルヤ。 

かちどきあげて ハレルヤ、 

み名をたたえよ ハレルヤ。 

２． 

十字架をしのび ハレルヤ、 

死にて死にかち ハレルヤ、 

生きていのちを ハレルヤ、 

ひとにぞたまう ハレルヤ。 

３． 

主の死によりて ハレルヤ、 

すくいはなりぬ ハレルヤ。 

あまつつかいと ハレルヤ、 

ともにぞうたわん ハレルヤ。 

 

 

 

 


